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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本語中級レベルの学習者の文章をデータとし、「内容面」を対象に評価
研究を行った。そして、どの教育現場にも起こり得る「評価の不一致」という問題解決に貢献することを目的と
した。本研究で得られた成果は2点である。1点目は、文献調査によって「オリジナリティ（独自性）の評価が困
難」という結果である。しかし、調査結果より、オリジナリティの評価は「全く一致しない／一致させることは
不可能とは言えない」ということが分かった。2点目は、本研究成果より「L2日本語ライティングの評価研究―
オリジナリティの理論構築と評価者トレーニング―」（基盤研究C：23K00643）として研究課題の深化に至った
ことである。

研究成果の概要（英文）：This study was an assessment study of the writing content of intermediate 
Japanese language learners, using actual writing samples as data. The purpose of this study was to 
contribute to solving the problem of “discrepancies in assessment” that can occur in any 
educational setting. As a result, two important findings were obtained. First, the literature review
 revealed that “ assessing originality ” is a difficult task. However, the study results suggest 
that the evaluation of originality is not necessarily “completely contradictory or unfeasible. 
Second, the results of this research have led to the launch of a new research project entitled 
(Grant-in-Aid for Scientific Research (C)23K00643) to further deepen the research theme.

研究分野：日本語教育

キーワード： L2日本語　ライティング評価　オリジナリティ　独自性　ルーブリック　中堅研修　評価研究　作文評
価

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果は今後、次の2点ような学術的意義や社会的意義につながっていくと考える。
（１）従来のL2日本語ライティングの評価研究では、言語面や構成面に焦点化されたものが多く見られるが、内
容面の評価研究は少ない。機械による評価、人間による評価のいずれもオリジナリティの評価は困難という課題
が残っている。その解決への糸口となるような理論・実践研究へと向かう。（２）L2日本語ライティング教育関
係者間において、未だに評価の一致に導くための共通した理論や技能はなく、個々の自己研鑽に委ねられている
という現状である。そのため、ライティング教育や評価に関心を持つ人々のアカデミック・コミュニティ形成の
一助となり得る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 日本語教育に留まらず、大きな研究動向として次の２点が挙げられる。 

  １）国内外の外国語教育における自由記述文の自動採点・評価の研究が進んでいる。 

  ２）各教育現場におけるルーブリック評価による実践報告が広がりを見せている。 

 上記１）に関しては、例として「自由記述文の自動採点システム」の実施・研究が進められて
いるが、自動採点では測るのが難しいとされている「内容面」を本研究で取り上げることによっ
て、別の側面から評価研究が深められると考えた。 

上記２）に関しては、近年、ルーブリックが「パフォーマンス課題において非常に便利な評価
ツールである」という認識が広まり、様々な教育機関で作成・公開が試みられている。しかし、
学術的に研究・検証されている事例は少ない。本研究領域である日本語教育においても同様であ
った。そこで、中級レベルの日本語学習者によって書かれた作文をデータとし、「内容面」を対
象に評価研究を行うことにした。文章の内容面の「評価の統一（評価不一致の改善）」という問
題解決に向けた「評価活動の実践」を、本研究によって行うことで、日本語教育学の枠に留まら
ず、その成果を他の分野・領域に還元できると考えた。 

 

２．研究の目的 

日本語中級レベルの学習者によって書かれた文章をデータとし、「内容面（一貫性・独自性）」
を対象に評価研究を行う。そして、文章の内容面を評価する際、どの人・言語・教育現場起こり
得る「評価の不一致（ばらつき）」という問題解決に貢献することを研究目的とする。 

 

３．研究の方法 

（１）文献レビュー（安達 2019a,2019b） 
日本の大学の学部留学生を主に対象としたライティングの評価研究より、評価の統一に向け

た課題を探ることを目的としている。その背景には、クラス分け等で行う診断的評価と、教員が
行う主観的な評価が一致しなかったことにある。そこで、どのような評価観点において不一致が
見られるのかを 19 本の文献レビューによって探り、考察を行った。 
 その結果、「どのような評価観点において不一致が見られるのか」という問題提起に対し、「評
価の一致」は困難だが「評価の統一」のためのヒントがいくつか確認でき、本稿では 3点を取り
上げている。 

1. 評価基準シートやフローチャートシートの作成（田中・阿部；2014） 
2. トレイトごとの細かな分析（田中他；2017、伊集院他；2018） 
3. ルーブリックによって評価を可視化し、学習者側にも研究成果を還元することで授業

の改善点を把握する。（脇田：2016） 
 
そして、引き続き評価研究を進めていくにあたり、これまでの研究とは異なる、新たなを観点

4 つ示す。 
 

1. 「日本の大学」「留学生」「中級」にしぼる。 
2. 中級の作文＝「意見文」とし、テーマをしぼる。 
3. 評価のずれを「内容面」にしぼって分析する。 
4. これまで以上に学習者も評価活動に参加する。 

 
（２）調査研究（安達 2020a,2020b,2020c） 

⚫ 使用した作文データ：多言語母語の日本語学習者横断コーパス I-JAS より、国内・
教室環境（テーマ「ファーストフードと家庭料理」）のエッセイ 

⚫ 評価者：５年以上、日本の大学で作文教育の経験のある日本語教員 
⚫ 調査方法： 

➢ 評定値（ルーブリックによる評価） 
➢ 評価理由（自由記述） 

⚫ 分析方法： 
➢ 統計分析：標準偏差 SDとフライスのκ係数から算出された p 値（SPSS・R） 
➢ 計量テキスト分析：（KH Coder） 

 
４．研究成果 

1. 文章の内容面の評価研究において、これまで確立した方法があるとは言えなかった
ため、調査方法および分析方法をデザインする必要性があった。本研究で再現性の
ある手順を模索できた。 

2. 本研究における内容面の評価観点を「一貫性」と「独自性」と定めた結果、「独自性」
の評価はずれ、評価に使用したルーブリックの評価基準（能力記述文）を改定する



必要がある。 
3. 統計的には数値（標準偏差 SD とフライスのκ係数から算出された p 値）の結果よ

り、内容(独自性)は「全く一致しない」「一致させることは不可能」とは言えない。 
4. この結果について、口頭発表を経て、本研究に関心の高い研究協力者等と議論した

結果、他の評価観点と比較すると「オリジナリティ」に対する解釈の違いが最も大
きいのではないかという結論に至った。 

5. 中級のライティングは、「オリジナリティのある文章の指導／評価をしなくてもい
い」とイコールであるとは言えないと考える。意見文の指導を始める日本語中級レ
ベルの段階で、オリジナリティのある文章を書くための指導ができ、評価できるよ
うになるためのトレーニングが必要であると考える。 
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